


な強調点としてとりあげられたものであった。 以下にあげる諸事項は， われわれのグル ー

プが出島村から始める霞ケ浦地域の村落調査で実施したい， あるいはそうすることが望ま

しいと考えた調査のフレ ー ムワ ー クである。 それは， オイルショック以後， この地域では

安定期に入った農村の特質が， これらの事項に注目することでとり出せるであろう， とい

う見方にもとづいている。

〔A〕生態学的基礎とその変遷

1) 立地位置(situation) と立地場所(site)。

2)歴史的変遷。

〔B〕生活行動

1) 生活行動を発生させる生活機能として

①労働•生産 。 ②教育。 ③消費。 ④つき合い（自治など）。 ⑤再生産・休養。⑥交通。

2)各機能ごとに発生する生活行動をとらえる枠組として，

①時間的なサイクル：日々， 週， 月， 季節， 年， 一生。 ②空間的な広がり：部落，

地区， 村， 広域圏， 県内 ， 首都圏， 日本， 外国。 ③景観， 施設的側面。 ④空間組

織。 ⑥歴史的変遷。

〔C〕生業パタ ーン

1) 資源基盤としての土地 ―— 土地所有， 土地改良， 土地に対する概念など。

2) 土地利用パタ ー ン 一— 土地利用の生態， 土地利用の変遷。

3) 農業

①農業生産：水田利用 （稲・蓮根）， 畑作・圏芸， 養蚕など。

②農業経営：自立農業経営， 階層分化， 兼業， 農業組織， 機械化， 農業収入， 農地

の所有・経営状況， 農地の流動化など。

4)漁業 ―—漁ろう， 養殖， 水産加工。

5)商工業・観光。

〔D〕居住パタ ー ン

1) 人ロ 一一 人口分布， 人口構造， 人口移動， 村落の人口特性。

2) 村落景観。

〔E〕村民意識の変化と農村計画・農村整備

〔F〕村落環境

環境資源， 環境問題， 環境評価， 環境のパー セプション， 環境計画など。

なお， 現地調査に際しては， 坂本重道村長のご厚意により， 出島村役場の関係各課で種

種の便宜をはかっていただいた。 企画課の渡辺 馨課長， 殿岡穂積氏， 栗山正光氏， 経

済課の中根正吾課長， 教育委員会の福田利雄教育長をはじめ， ご協力くださった多くの

方々に厚くお礼申し上げる。 また， 調査の中心となった戸崎・大前・内加茂の3部落では，

部落長の 大久保喜久雄氏， 大和田光三氏， 宮本祐一氏をはじめ， 多くの方々にご協力を

いただいた。 記して感謝の意を表する次第である。
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